
西
日
本
新
聞
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l
巨
U
「
 
 

梅
坪
山
m
内
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
、
お
年
朽
り
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
 
 

ン
な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
女
子
学
生
た
ち
 
 

平
成
1
7
年
8
月
5
日
 
 

九州匡＝喋看護犬」酉蘭女子短大  

施設訪問し意見交換   
と
忠
良
を
交
わ
し
た
。
こ
の
 
 

日
の
閑
雅
を
師
事
乱
撃
生
た
 
 

ち
壮
来
華
南
柿
沼
フ
ァ
ッ
 
 

シ
ョ
ン
の
現
状
と
印
畑
な
ま
 
 

と
め
、
お
山
や
れ
な
脱
を
拙
 
 

策
し
た
い
、
と
意
気
込
ん
で
 
 

い
る
。
 
 
 

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
 
 

の
は
同
署
謂
大
学
の
三
、
四
 
 

介
慨
が
必
辞
な
山
瓜
年
吊
り
 
 

を
含
め
、
両
断
堵
の
新
し
い
 
 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
 
 

え
よ
一
言
」
、
日
本
赤
十
字
九
 
 

州
国
際
宥
和
大
学
〔
宗
帽
Ⅲ
〕
 
 

と
帝
間
女
子
短
大
〔
福
岡
捕
 
 

南
琶
の
学
生
た
ち
が
四
日
、
 
 

崇
憮
田
と
稲
澤
缶
の
間
断
脅
 
 

施
設
を
訪
ね
、
お
年
関
り
ら
 
 

福
津
市
・
宗
像
市
 
 

年
鑑
と
、
同
短
大
の
二
年
生
 
 

計
約
十
人
。
紙
お
む
つ
の
リ
 
 

サ
イ
ク
ル
技
術
を
関
舞
し
た
 
 

礪
同
大
学
工
学
部
の
松
脂
膜
 
 

司
教
授
が
、
か
ね
て
ホ
玩
の
 
 

あ
っ
た
両
大
学
・
顛
末
の
関
 
 

係
老
に
呼
び
か
け
て
五
月
に
 
 

ス
タ
ー
ト
し
た
。
 
 
 

こ
の
日
、
学
生
た
ち
は
二
 
 

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
聞
き
 
 

取
り
調
査
に
向
か
っ
た
。
こ
 
 

の
ー
ヨ
n
痛
蹄
而
内
の
有
料
封
 
 

人
ホ
ー
ム
「
九
囁
ケ
ア
タ
ウ
 
 

ン
」
を
訪
ね
た
グ
ル
ー
プ
は
 
 

年
後
か
ら
、
六
人
の
学
生
が
 
 

二
人
ず
っ
班
を
組
み
、
女
性
 
 

の
油
脂
利
用
帝
に
田
問
。
「
ど
 
 

ん
な
包
が
好
き
で
す
か
」
「
ズ
 
 

ボ
ン
と
ス
カ
ー
ト
で
は
、
ど
 
 

ち
ら
が
い
い
で
す
か
」
な
ど
 
 

と
熱
心
に
尋
ね
た
。
 
 
 

あ
ら
か
じ
め
聞
き
た
い
こ
 
 

と
を
約
十
五
項
目
に
ま
と
め
 
 

て
い
た
同
短
大
二
年
の
永
他
 
 

端
子
さ
ん
（
ニ
0
〕
は
「
す
べ
て
 
 

は
聞
け
な
か
っ
た
が
、
お
年
 
 

帯
ロ
の
蘇
持
ち
を
い
か
に
く
 
 

み
取
り
、
厭
と
し
て
表
現
す
 
 

る
か
が
大
柿
だ
と
分
か
っ
 
 

た
」
と
話
し
て
い
た
。
 
 
 


